
1 
 

Q&A  

 

11Q4: 日本には水道原水（表流水）の水質基準はありますか？  

（質問者：Ms. S.T、タイ） 

 

A1：    日本では水道原水の水質基準は存在しません。「水道法」では、水道水の 水質基準を満足することが

できれば、原水の水質は問いません。一応水道法第 5 条第 1 項 1 号には「取水施設は、できるだけ良質の

原水を必要量取り入れることができるものであること」とあり、原水水質が悪化した際には取り入れ量を減少または

停止することが示唆されています。水質基準を満足できるか どうかは、原水水質と浄水処理性能によって決まりま

すので、原水水質が悪くとも、処理できていればよいということです。 環境基本法では二つの「水質汚濁に係る環

境基準」が設定されてます。まず 「人の健康の保護に関する環境基準」は、全国一律で、27 項目について維持 

することが望ましい水質基準値が設定されています。  

これらのうち水道水質基準に含まれる項目については、すべて同じ値が基準になっています。したがって、環境基

準が守られている公共水域では、それらの項目に関しては、水道水質基準もクリアできると考えられます。 ただし、

水道施設で、これらの項目の汚染が発生していたらその限りではありませんが。 また「生活環境の保全に関する環

境基準」では、公共水域で、用途と現状に応じた類型指定ができるようになっています。水道に関する用途では水

道 1 級から 3 級までありますが、都道府県の知事 1が公共水域に関して類型指定をすることでその基準値を遵

守する施策が行われることになります。つまり、これらの級に応じた水質が原水水質の目安ともなっています。 水質

汚濁に係る環境基準の別表 1 「人の健康の保護に関する環境基準」と「別表 2 生活環境の保全に関する環

境基準（抜粋）」を添付します。      注１．県をまたぐ河川等は政府によって指定される。 

(回答者 笹山弘、日本水道協会） 
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                                                              A2: 

A2：  日本の水道法では、水質基準は供給する水道水に対して定められております。したがって、水道原水に対

する明確な基準値はありません。しかし、水道事業体は、供給水で基準を遵守するために、その原水水質が各々

の浄水処理で処理可能かどうかを把握する必要があります。そのために、水道原水に対して水質基準の消毒副生

成物と味を除く 39 項目や、必要に応じて THM 生成能、生物、農薬などを測定します。 

例えば、水道の原水が表流水である場合、降雨時に濁度が急上昇することがあります。濁度の濃度によっては、

浄水場での処理が困難な場合があり、その場合は凝集剤注入率の変更や取水制限などの対応が必要となりま

す。だたし、原水の濁度に関して基準値があるわけではなく、その管理値は各浄水場の処理フローや浄水能力によ

り異なります。 

さらに「クリプトスポリジウム等対策のための指針」が別途定められております。その中で地表水を水道の原水とし、

クリプトスポリジウム等による汚染のおそれがある場合は、ろ過設備の整備と原水のクリプトスポリジウム等の測定頻

度が定められております。 

（杉野学、 大阪広域水道企業団） 

 

参考：クリプトスポリジウム等対策のための指針  

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/ks-0330005.pdf 
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